
令和 6年11月30日現在

人　口 世帯数
富谷市 52,381 20,672
大和町 27,879 12,519
大郷町 7,505 2,958
大衡村 5,461 2,054
計 93,226 38,203

令和 6年11月30日現在
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ご あ い さ つ

黒川地域行政事務組合理事会
理事長 浅　野　俊　彦

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
黒
川
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
の
運
営
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
は

富
谷
市
、
大
和
町
、
大
郷
町
、

大
衡
村
で
構
成
し
、
消
防
業
務
、

公
立
病
院
の
経
営
、
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
、
火
葬
場
の
運
営
、

介
護
認
定
審
査
会
事
務
な
ど
14

項
目
に
わ
た
る
事
務
事
業
に
つ

い
て
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

発
揮
す
る
た
め
共
同
処
理
で
管

理
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
や
、
東
北
地
方

に
お
け
る
記
録
的
な
大
雨
な
ど

に
よ
り
各
地
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
組
合
は
、
住

民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
事
務
事
業
を
担
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
突
然
襲
い
か
か
る

災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
万
全

な
備
え
を
整
備
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
気
を

引
き
締
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

夏
に
は
パ
リ
五
輪
が
開
催
さ

れ
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
各

競
技
に
日
本
中
が
興
奮
と
感
動

に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
な
か
で

も
、
セ
ー
リ
ン
グ
に
出
場
さ
れ

た
、
宮
城
県
大
衡
村
に
あ
る
ト

ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
の
岡
田
奎

樹
選
手
が
見
事
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
く
、

誇
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
富
谷
・
黒
川
地

域
が
益
々
発
展
す
る
と
と
も
に
、

日
々
変
化
す
る
社
会
情
勢
を
見

極
め
な
が
ら
事
務
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

主
な
事
務
事
業
の
状
況
に
つ

き
ま
し
て
御
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
は
じ
め
に
、
消
防

業
務
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在

進
め
て
お
り
ま
す
消
防
本
部
及

び
黒
川
消
防
署
の
庁
舎
移
転
事

業
に
つ
き
ま
し
て
、
昨
年
に
庁

舎
建
設
工
事
の
受
注
者
も
決
定

し
、
本
年
11
月
完
成
・
引
渡
し

に
向
け
、
順
調
に
建
設
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
消
防

・
救
急
業
務
に
お
け
る
初
動
体

制
や
職
場
環
境
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
を

想
定
し
た
訓
練
施
設
と
業
務
持

続
性
を
備
え
た
防
災
拠
点
と
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
親
し

ま
れ
、
安
心
感
を
与
え
る
消
防

庁
舎
と
な
り
ま
す
。
本
年
12
月

か
ら
は
、
移
転
に
向
け
た
準
備

や
訓
練
実
施
な
ど
、
令
和
８
年

４
月
供
用
開
始
に
向
け
て
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
も
救
急
要
請
が

約
４
千
件
に
達
す
る
な
ど
、
今

後
、
消
防
に
求
め
ら
れ
る
役
割

は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
が
で
き
る
消
防
体
制

の
確
保
と
強
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
立
黒
川
病
院
に
つ

き
ま
し
て
は
、
公
益
社
団
法
人

地
域
医
療
振
興
協
会
を
指
定
管

理
者
と
す
る
公
設
民
営
に
よ
り

経
営
し
て
お
り
ま
す
。
開
設
者

で
あ
る
黒
川
地
域
行
政
事
務
組

合
と
指
定
管
理
者
が
連
携
し
、

身
近
で
頼
ら
れ
る
病
院
と
し
て
、

地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
医
療
の

充
実
と
患
者
接
遇
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
一
般
廃
棄
物
処
理

業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
処
理

を
停
滞
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

施
設
の
た
め
、
ご
み
焼
却
は
24

時
間
体
制
で
運
転
し
、
突
発
的

な
停
止
を
防
ぐ
た
め
の
予
防
保

全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
リ

サ
イ
ク
ル
関
連
施
設
に
つ
い
て

も
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を
図

り
な
が
ら
、
ご
み
の
減
量
化
を

進
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
循
環

型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
も
事
務
事
業
に
つ
い
て

は
、
構
成
市
町
村
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
住
民
目
線
に
立
ち
、

職
員
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
福
祉
増
進
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
黒
川
地
域
の
安
泰

と
益
々
の
発
展
、
そ
し
て
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会

理
事
長
　 

浅
野
　
俊
彦
（
大
和
町
長
）

　
　 

　
　 

田
中
　
　
学
（
大
郷
町
長
）

理
　 

事
　 

若
生
　
裕
俊
（
富
谷
市
長
）

理
　 

事
　 

小
川
ひ
ろ
み
（
大
衡
村
長
）

理

事

長

職
務
代
理
者
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黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
議

会
は
富
谷
市
、
大
和
町
、
大
郷

町
、
大
衡
村
の
各
市
町
村
議
会

か
ら
選
出
さ
れ
た
16
名
の
議
員

で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
地

域
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
」
と
い

う
志
と
、
議
会
の
果
た
す
べ
き

令和７年 年 頭 の

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　

富
谷
・
黒
川
地
域
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し
い

年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
議
会
に
対
し
、

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
昨
年
４
月
の

臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各

位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議

長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
。
そ
の
職
責
の
重
さ
を

認
識
し
つ
つ
、
公
平
公
正
な
議

会
運
営
を
目
指
し
て
、
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
住
民
皆

さ
ま
と
議
員
各
位
の
ご
指
導
と

ご
協
力
に
対
し
て
、
あ
ら
た
め

て
、
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

役
割
と
責
任
の
も
と
に
、
議
会

運
営
に
取
り
組
み
、
住
民
皆
さ

ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

地
域
の
更
な
る
発
展
を
願
い
な

が
ら
議
論
を
重
ね
、
そ
の
職
責

を
全
う
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
い
よ
い
よ
新
消
防

庁
舎
が
11
月
に
完
成
し
令
和
８

年
４
月
に
共
用
開
始
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
庁
舎

は
時
に
、
水
害
を
受
け
な
が
ら

も
消
防
活
動
に
あ
た
っ
て
き
ま

し
た
が
、
消
防
機
能
が
向
上
す

る
こ
と
と
な
り
、
議
会
と
し
て

も
大
変
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
黒
川
地
域
行

政
事
務
組
合
に
は
、
地
域
住
民

が
住
み
よ
い
生
活
の
維
持
に
必

要
な
業
務
を
滞
り
な
く
担
う
使

命
が
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
議

会
と
し
て
も
、
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

関
係
市
町
村
の
厳
し
い
財
政
事

情
も
考
慮
し
、
広
域
で
共
同
処

理
す
る
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
議

論
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し

い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
明
る

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

議
　
長
　

渡
辺
　
良
雄
（
大
和
町
議
会
議
員
）

副
議
長
　

熱
海
　
文
義
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

議
　
員
　

小
川
　
克
也
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

赤
間
し
づ
江
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

鎌
田
　
暁
史
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

伊
藤
　
嘉
樹
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

平
渡
　
　
亮
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

櫻
井
　
　
勝
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

今
野
　
信
一
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

堀
籠
日
出
子
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

文
屋
　
裕
男
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

赤
間
　
則
幸
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

金
須
　
新
一
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

須
藤
　
　
義
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

畠
山
　
由
美
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

村
上
　
　
治
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
議
席
順
）

黒川地域行政事務組合議会
議長 渡　辺　良　雄
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令和６年度の上半期　予算執行状況のお知らせ
　令和６年度の上半期（令和６年９月末）各種会計の予算執行状況をお知らせします。

問い合わせ先 　財政課　☎345−1542

一般会計
（歳 入）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 2,395,923 1,796,992 75.0%
使用料・手数料 14,723 7,433 50.5%
国庫支出金 37,173 10,642 28.6%
県 支 出 金 65 78 120.0%
財 産 収 入 33 4 12.1%
繰 入 金 56,279 0 0%
繰 越 金 6,088 0 0%
諸 収 入 24,306 16,010 65.9%
組 合 債 761,100 34,400 4.5%
合　　　 計 3,295,690 1,865,559 56.6%

病院事業会計 訪問看護ステーション事業会計
（単位：千円）

区　　　分 予算現額 執行済額 執行率
収益的
収　支

収 入 195,276 129,081 66.1%
支 出 338,423 57,360 16.9%

資本的
収　支

収 入 349,767 226,603 64.8%
支 出 349,767 153,920 44.0%

（単位：千円）
区　　　分 予算現額 執行済額 執行率
収益的
収　支

収 入 1 18 1,800%
支 出 1 0 0%

介護認定審査会特別会計
（歳 入）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 14,237 10,680 75.0%
繰 越 金 1 0 0%
諸 収 入 15 11 73.3%
合　　　 計 14,253 10,691 75.0%

障害支援区分認定審査会特別会計
（歳 入）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 1,140 1,140 100.0%
繰 越 金 1 0 0%
諸 収 入 1 0 0%
合　　　 計 1,142 1,140 99.8%

（歳 出）　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率
介 護 認 定
審 査 会 費 14,253 5,603 39.3%

（歳 出）　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率
障 害 支 援
区 分 認 定
審 査 会 費

1,142 545 47.7%

特別会計

（歳 出）　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率
議 会 費 2,640 1,155 43.8%
総 務 費 144,990 60,708 41.9%
民 生 費 80 28 35.0%
衛 生 費 866,857 200,921 23.2%
消 防 費 2,089,240 751,570 36.0%
公 債 費 191,783 94,008 49.0%
予 備 費 100 0 0%
合　　　 計 3,295,690 1,108,390 33.6%
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テレビ・冷蔵庫及び冷凍庫・洗濯機及び衣類乾燥機・エアコン（家電４品目）は、
家電リサイクル法により環境管理センターで受入れできないものに該当します。
処分方法は以下のとおりです。
①　購入した販売店に相談する。
②　各町村の許可業者に相談する。
③　郵便局にある振込用紙（家電リサイクル券）に
　　てリサイクル料金を支払い、指定引取場所に持
　　ち込む。
※指定引取場所は、当組合ホームページにてご確認
　ください。

問い合わせ先　環境管理センター　☎342−2218

洗濯機は、環境管理センターで
受入れできますか？Ｑ

土・日曜日と年末年始（12月
31日から１月３日まで）は受
付していません。
【受付時間】
　月～金曜日（祝日含む）
　午前８時30分から正午まで
　午後１時から午後４時まで

土・日曜日も受付していますか？Ｑ

Ａ

Ａ

自己搬入する際は、事前に予約
が必要ですか？

事前予約は不要ですが、お住ま
いの町村により手続きが異なり
ますので、町村の収集計画表を
ご確認ください。

Ｑ

Ａ
耐火金庫は、環境管理センター
で受入れできないものに該当し
ます。お住まいの町村の許可業
者にご相談ください。

耐火金庫は、環境管理センター
で受入れできますか？Ｑ

Ａ

燃えるごみ・燃えないごみ・粗
大ごみを一緒に持ち込みしても
いいですか？

一緒に持ち込みすることは可能
ですが、ごみの種類ごとに計量
しますので、種類ごとに分別し
てお持ち込みください。

Ｑ

Ａ

疑問にお答えします　
環境管理センター

　皆さまから寄せられたごみの持ち込みに関するお問い合わせの中から、特に多かった疑問につ
いて紹介し解決します！
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

令
和
７
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

か
ら
当
組
合
の
消
防
業
務
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
元
日
に
は
石
川
県
能
登
半
島

を
震
源
と
す
る
大
き
な
地
震
が
発
生

し
、
ま
た
各
地
で
記
録
的
な
大
雨
や

自
然
災
害
が
続
く
な
ど
、
近
年
、
消

防
の
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

　

多
様
化
、
激
甚
化
し
て
い
る
災
害

に
対
し
、
私
た
ち
は
迅
速
か
つ
的
確

な
対
応
を
し
て
い
く
た
め
、
防
災
機

関
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

状
況
に
応
じ
た
対
策
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
当
管
内
に
お
い
て
９
年
振

り
に
消
防
職
・
団
員
の
団
結
及
び
士

気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
10
月
26
日
に
大
和
町
ま
ほ
ろ
ば

ホ
ー
ル
に
お
い
て
『
宮
城
県
消
防
大

会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の

消
防
職
・
団
員
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
地

域
防
災
意
識
の
向
上
に
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
昨
年
は
構
成
市
町
村

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
多
数
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
住
民
の
皆
さ
ま
と

接
す
る
機
会
の
多
い
１
年
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
年
は
、
現
在
の
場
所
か
ら
約
３

㎞
北
西
側
に
建
設
し
て
い
る
新
庁
舎

が
完
工
い
た
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ま
か
ら
親
し
ま
れ
、
安
心
感
を
提
供

で
き
ま
す
よ
う
、
災
害
に
迅
速
に
対

応
し
、
地
域
の
防
災
力
強
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
災
害
の
な
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て
皆
さ

ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

消防本部
消防長　清野　康広

　

鴇
氏
は
、
昭
和
58
年
に
発
生
し

た
大
規
模
林
野
火
災
で
の
活
動
や
、

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
非
常
時
に
お
け
る
幾
多
の

困
難
な
災
害
現
場
に
お
い
て
最
前

線
で
救
助
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
富
谷
消
防
署
初
代
署

長
に
就
任
し
、
組
織
基
盤
の
確
立

を
図
る
な
ど
、
消
防
職
員
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
危
険
業
務
に
従
事

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
「
瑞
宝
双
光

章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章（
消
防
功
労
）

元
消
防
司
令
長（
富
谷
消
防
署
長
）

　

鴇　
　

公
夫 

様

（
富
谷
市
在
住
）

危
険
業
務

�

従
事
者
叙
勲

�

令
和
６
年
11
月
３
日
発
令

第43回

　

消
防
水
利
と
は
消
火
栓
や
防
火
水
槽

等
の
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
ら
の
多
く
は

歩
道
上
や
道
路
の
地
下
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

降
雪
や
圧
雪
に
よ
り
消
防
水
利
が
隠

れ
て
し
ま
う
と
消
防
水
利
の
発
見
や
除

雪
に
時
間
が
か
か
り
、
消
火
活
動
に
支

障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

例
年
、
消
防
職
員
は
も
と
よ
り
消
防

団
員
の
方
々
、
関
係
機
関
の
ご
協
力
に

よ
り
除
雪
作
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
急
な
豪
雪
に
よ
り
対
応
が
遅
れ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

可
能
な
範
囲
で
ご
自
宅
付
近
の
消
防

水
利
の
除
雪
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

歩
道
な
ど
を
除
雪
し
た
際
に
発
生
し
た

雪
を
消
防
水
利
付
近
に
投
棄
し
な
い
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

↑
有
蓋
防
火
水
槽

↓
地
下
式
消
火
栓

消
防
水
利
周
辺
の
除
雪
に

�

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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消防士・消防団を知るきっかけに！
『第75回宮城県消防大会』

式典

消防ひろば 講演

　令和６年10月26日に大和町まほろばホールにて宮城県と（公財）宮城県消防協会共催で「第75回宮城県消防大
会」が開催されました。
　消防職員や消防団員への功績に対する宮城県知事、（公財）宮城県消防協会会長表彰などのほか、県内消防団活
動への貢献が認められた団体に対しても表彰が行われました。
　また、トヨタ自動車東日本㈱総務部部長　福元　貴浩　様による「当社の防災対策・対応について」の講演をいた
だいたほか大和町消防団女性消防隊と宮城県住みます芸人の『バクコメ』の２人による「火災予防啓発劇」を披露
していただきました。
　当消防本部は式典の進行や調整、当日の準備及び消防ひろば内の消防車両展示、消防関係の各種体験の支援をし
ました。構成市町村の消防団員の方々にも受付やステージ上での補助、駐車場案内等、たくさんのご協力をいただ
きました。

「宮城県消防大会」とは、、、
　消防体制の充実並びに消防職・団員の団結及び士気の高揚を図ることを目的として毎年県内で開催されています。

　「消防ひろば」では消防ポンプ自動
車や子ども消防車の展示、煙体験やド
ローンデモ飛行などが行われ、たくさ
んの子どもたちが訪れました。
　実際に防火衣の着装や消防車両に乗
車するなど、消防士の仕事を肌で感じ
ることができる貴重な体験をしていた
だきました。

　トヨタ自動車東日本㈱総務部部長 福元貴
浩様をお招きし、「当社の防災対策・対応に
ついて」と題して講演をいただきました。
　これまでの災害対応の経験における、人道
支援や被災地の早期復旧、自社の業務・生産
復旧の事例を分かりやすく紹介いただき、
様々な取組みとアイディアに感銘を受けまし
た。

構成市町村消防団から選抜されたラッパ隊

当日準備、式典、火災予防啓発劇の様子
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消
防
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

　
「
火
災
・
救
急
・
救
助
」
が
消
防
職
員

の
仕
事
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
や
す
い
で

す
が
、
そ
ん
な
消
防
職
員
が
仕
事
を
し
や

す
く
す
る
た
め
に
陰
か
ら
支
え
る
職
員
が

い
ま
す
。
そ
れ
は
「
毎
日
勤
務
」
の
職
員

で
す
。
今
回
は
第
２
弾
特
集
と
し
て
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
仕
事
「
毎
日
勤
務
」
の

職
員
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

その２

警
　

防
　

課

　
警
防
課
は
火
災
・
救
急
・
救
助
活
動
に

使
う
消
防
車
両
な
ど
の
機
械
器
具
の
購
入
、

維
持
管
理
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
時

の
連
絡
調
整
な
ど
、
現
場
で
活
動
す
る
消

防
隊
員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
黒
川
管
内
に
新
し
く
設
置
さ
れ

る
消
防
水
利
（
消
火
栓
・
防
火
水
槽
な

ど
）
の
企
画
及
び
管
理
を
設
置
指
導
す
る

の
も
警
防
課
の
仕
事
で
す
。

その３

予
　

防
　

課

　
予
防
課
は
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
火
災
予
防
の
啓
発
・
広
報
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
建
物
や
危
険
物
施
設
の

書
類
審
査・検
査
を
行
い
、消
防
設
備
や
危

険
物
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
建
築
物
の
許
可
又
は
確
認
の
申

請
に
対
す
る
同
意
事
務
、
火
災
の
原
因
調

査
、
各
種
届
出
の
受
付
も
担
当
業
務
の
一

つ
で
す
。

その１

総
　

務
　

課

　
総
務
課
は
職
員
の
人
事
や
給
与
、
福
利

厚
生
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
消
防
庁

舎
の
維
持
管
理
や
職
員
の
健
康
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
が
「
消
防
人
」
と
し
て
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
よ
う
に
各
種
研
修

に
関
す
る
事
務
や
内
部
の
連
絡
調
整
な
ど

幅
広
い
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
務
課
員
は
消
防
の
「
縁
の
下
の
力
持

ち
」
と
し
て
消
防
全
体
を
支
え
て
い
ま
す
。

その４

指
　

令
　

課

　
指
令
課
は
119
番
通
報
の
受
付
、
出
動
指

令
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
業
務
が
主
な
仕

事
で
す
。

　
通
報
者
の
声
や
音
を
頼
り
に
状
況
を
的

確
に
判
断
し
、
助
け
を
求
め
る
住
民
と
出

動
隊
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
通
信
施
設
・
機
器
の
維
持

管
理
や
指
令
関
係
の
統
計
や
事
務
処
理
も

行
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
陰
で
支
え
る
毎
日
勤
務
と
し

て
活
躍
す
る
職
員
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。
消
防
の
仕
事
と
し
て
火
災
現
場
で
の

消
火
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

毎
日
勤
務
と
し
て
働
く
職
員
も
黒
川
地
域

の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な

存
在
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
職
員
一
同
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
日
々
協
力

し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

～
第
２
弾　

消
防
職
員　
毎
日
勤
務
の
仕
事
と
は
～

消
防
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

警防課：車両資器材修理確認の様子

総務課：出初式打合せの様子

指令課：119番通報受付の様子

予防課：立入検査の様子
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管
内
の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
職
場
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
実
際
に
防
火
衣
を
着

装
し
た
り
、
放
水
訓
練
や
ロ
ー
プ
結
索
、
応
急
処
置
法
な
ど

を
体
験
し
、
消
防
職
員
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
た
。

　

体
験
者
の
中
に
は
、「
将
来
、
消
防
士
に
な
り
た
い
」
と

言
っ
て
く
れ
た
生
徒
も
お
り
、
一
緒
に
働
け
る
日
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。

（
写
真
は
成
田
中
学
校
・
宮
床
中
学
校
・
大
郷
中
学
校
の
生

徒
の
皆
さ
ん
）

『
消
防
職
員
』 の
仕
事
を
学
ぶ
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寒
さ
が
よ
り
一
層
厳
し
い
季
節

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
季
節

に
な
る
と
、
こ
た
つ
や
ス
ト
ー
ブ

と
い
っ
た
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

機
会
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
例

年
、
維
持
管
理
の
怠
り
や
使
用
方

法
を
誤
る
な
ど
の
原
因
で
火
災
が

発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
住
宅
防
火

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

暖
房
器
具
の
使
用
に

　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

間違い通報が増えています！

上記以外のパンフレットや映像
資料が消防庁ホームページにて
公開されております。左記二次
元コードよりご覧ください。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

―
４
つ
の
習
慣
・
６
つ
の
対
策
―

スマートフォンの誤操作・スマートフォンの衝撃による自動通報が発生しています。
119番に間違えて電話したときは、「間違えました」とお伝えください！
無言で電話を切られると、確認のため折返し電話しますが、状況によっては
消防車や救急車が調査に向かうことがあります。

【119番間違い通報受付状況】
固定電話 IP電話 携帯電話 合計（件数）

令和２年 55 11 141 207
令和３年 48 10 132 190
令和４年 43 13 147 203
令和５年 25 14 481 520

携帯電話の間違い通報が
多く発生しています！

コード
□　束ねて使用しない。
□　 家具の下敷き、折れ曲がったま

ま使用しない。
□　 プラグ部分に埃がたまっている

場合は清掃してから使用する。

ヒーター・ストーブ
□　 ストーブの近くで洗濯物を乾か

さない。
□　 近くに燃えやすい物（紙、布団

類）やスプレー缶を置かない。
□　外出時、就寝時は必ず消す。
□　 タンクに指定された燃料以外を

給油しない。

こたつ
□　 こたつ布団と内部のヒーターを

接触させない。
□　こたつ内部に洗濯物を入れない。
□　 人感センサー付きのものを使用

する。

207
令和２年

190
令和３年

203
令和４年

520

令和５年

間違い通報件数

約2.5倍

0

200

400

600
（件）
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11
月
２
日
、
３
日
の
２
日
間
、
秋

田
県
秋
田
市
に
お
い
て
令
和
６
年
度

緊
急
消
防
援
助
隊
北
海
道
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
訓
練
は
大
規
模
災
害
時
の
災
害

対
応
能
力
の
向
上
や
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
、
黒
川
消
防
か
ら
は
2
隊
5
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
普
段
の
訓
練
で
は
再
現
が
難
し
い

環
境
で
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
更
な

る
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
訓
練
で
習
得

し
た
知
識
・
技
術
を
活
用
し
黒
川
地

域
の
安
心
・
安
全
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

令和７・８年度入札参加資格申請共同受付のお知らせ
事業者の方へ

　令和７・８年度競争入札（一般・指名）参加資格申請の受付・審査を黒川地区・塩釜地区の広
域連携のもと行います。
　本年度の入札参加資格申請において、受付事務の簡素化・効率化の観点から　“原則電子申請
による共同受付のみ”　とし、郵送による受付は実施しません。

土砂に埋没した車両から
要救助者を救出する訓練

◆参加団体
（１）市町村
　　　富谷市、大和町、大郷町、大衡村、塩竈市、多賀城市、松島町、七ヶ浜町、利府町
（２）一部事務組合
　　　黒川地域行政事務組合、塩釜地区消防事務組合、宮城東部衛生処理組合

受付方法 原則、WEBサイトによる電子申請のみの受付（みやぎ電子申請サービス）
URL：https://logoform.jp/form/hpnd/2025and2026uketsuke

受付期間 令和６年12月２日～令和７年１月31日

申請方法

下記①、②の書類をWEBサイト上に添付。
①申請様式（エクセルファイル）
　申請様式は共通の様式です。各団体のホームページから最新版をダウンロードして
ください。
②申請様式以外の提出書類
　スキャナー等を使用してPDFファイルに変換の上、提出してください。

登録有効
期 間 令和７年４月１日～令和９年３月31日（２年間）

◆申請方法・期間

◆その他
（１）受付期間を過ぎると登録できませんので、早めの手続きをお願いします。
（２）その他、要項や必要事項等に関しましては、組合ホームページをご確認ください。

� 問い合わせ先　財政課　☎345−1542

緊
急
消
防
援
助
隊
合
同
訓
練
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令
和
２
年
初
頭
に
始
ま
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
は
、
現
在
で
は
人
々
が
マ

ス
ク
な
し
で
の
外
出
姿
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
世
間
も
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
医
療
機

関
で
は
ま
だ
マ
ス
ク
が
手
放
せ
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
職
員
全
体
が

感
染
症
に
対
す
る
対
応
に
慣
れ
て
き
た

こ
と
も
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
の
先
に
明
か

り
が
見
え
て
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
１
年
前
、
令
和
６
年
元
日

は
、
当
院
は
休
日
当
番
に
あ
た
り
、
帰

省
客
の
発
熱
等
で
大
変
混
雑
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
、
患
者
さ
ん
も
落
ち

着
き
夕
方
の
気
配
を
感
じ
る
こ
ろ
、
緊

急
通
報
が
鳴
り
響
き
、
能
登
半
島
地
震

に
驚
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
災

害
支
援
と
言
い
ま
す
と
、
遡
る
こ
と
東

日
本
大
震
災
で
は
、
当
院
に
お
い
て
も

全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
手
を
差
し
伸
べ
て

頂
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
是
非
当
院
か

ら
も
何
か
手
伝
い
は
で
き
な
い
か
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
宮
城
県
看
護
協

会
か
ら
災
害
支
援
派
遣
要
請
が
あ
り
、

直
ち
に
５
日
間
看
護
師
１
名
を
派
遣
し

ま
し
た
。
石
川
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

光
あ
り　

誇
り
あ
り　

こ
こ
に
百
年

ふ
り
か
え
る　

明
治
の
あ
ゆ
み

こ
の
く
に
の　

い
や
ま
す
栄
え

う
け
つ
ぎ
て　

さ
ら
に
進
ま
ん

わ
れ
ら
わ
れ
ら　

の
ぞ
み
あ
ら
た
に
―

�

（
明
治
百
年
頌
歌　

滝
田
常
晴
作
）

　

こ
の
歌
詞
は
明
治
１
０
０
年
（
１
９

６
８
年
）
に
政
府
が
制
定
し
た
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
で
あ
る
。
当
時
の
政
府

は
国
を
挙
げ
て
明
治
１
０
０
年
を
祝
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

公
立
黒
川
病
院
の
歴
史
は
１
９
４
７

（
昭
和
22
）
年
に
開
設
さ
れ
た
「
宮
城

県
農
業
会
黒
川
病
院
」
に
始
ま
る
。
そ

し
て
平
成
17
年
４
月
、
地
域
医
療
振
興

協
会
が
管
理
委
託
を
受
け
、
今
日
に

タ
ー
で
の
避
難
者
の
感
染
者
状
況
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
更
に
も
う
１
か
月
、

後
方
支
援
を
行
っ
て
い
る
石
川
県
の
総

合
病
院
へ
３
名
看
護
師
を
派
遣
し
ま
し

た
。
幸
い
３
月
に
は
、
一
旦
目
途
が
つ

い
た
と
派
遣
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

支
援
先
の
病
院
か
ら
は
感
謝
さ
れ
、
現

在
も
温
か
い
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

助
け
合
い
、
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思

い
で
派
遣
を
出
し
ま
し
た
が
、
直
ち
に

支
援
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ

を
大
変
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
と
も
予
測
不
能

で
す
が
、
今
年
は
穏
や
か
な
一
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

至
っ
て
い
る
。
地
域
医
療
の
継
続
の
た

め
、
今
ま
で
ど
れ
だ
け
多
く
の
医
療
従

事
者
、
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き

た
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

　

こ
の
た
び
、
当
院
は
職
員
で
相
談
し
、

管
理
委
託
20
年
を
機
に
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
と
、「
病
院
の
使
命
・
存

在
意
義
」、
シ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
策

定
し
た
。

そ
れ
が
「
地
域
と
と
も
に　

地
域
と
生

き
る
地
域
を
守
る
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、「（
数
年
後
の
）
病
院
の
目
指

す
姿
」
シ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

「
地
域
医
療
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
」

を
策
定
し
た
。

　

こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
思

い
や
り
、
感
謝
、
笑
顔
な
ど
の
日
々
の

実
践
を
通
し
て
職
員
一
同
、
達
成
し
て

い
く
所
存
で
あ
る
。

　

２
０
２
５
年
は
昭
和
１
０
０
年
に
あ

た
る
。
我
々
も
過
去
の
歩
み
に
敬
意
を

表
し
、
当
院
も
「
い
や
ま
す
栄
え
、
う

け
つ
ぎ
て
さ
ら
に
進
ま
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
の
ぞ
み
あ
ら
た
に
」
と
年
頭
に

思
う
の
で
あ
る
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

公
立
黒
川
病
院

管理者　角田　　浩

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

看
護
部
長
　
大
黒
な
か
子

昭
和
１
０
０
年
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「肩こりにお困りではないですか？」

肩こりチェック
重度の肩こり 軽度の肩こり 肩こりほぼ無し

肘がアゴまで
上がらない

肘が口の位置まで
上がらない

肘が鼻の位置まで
上がる

� 公立黒川病院作業療法士　佐藤　紗代　
　寒さを感じると体に力が入ってしまい筋肉が収縮し、硬くなります。そのため、寒い季節には肩こ
りや腰痛が起こりやすいと言われています。予防には適度な運動や暖かい衣服で体を暖めることが効
果的です。今回は、隙間時間に取り入れられる簡単な体操をご紹介したいと思います。

寒い季節になると肩こりが酷くなる方も多いの
ではないでしょうか。あなたの肩こりはどれに
当てはまりますか？

①肩を上げ下げします。

③肩甲骨同士を離すよう
に肘と肘をくっつけ、背
中を丸めます。そこから
肘を横に開き肩甲骨同士
をくっつけるように胸を
開きます。

　どの体操もゆっくり大きく行うことがポイントです。また、一日の中で何度か行ったほうがより効
果的です。ぜひ肩こり体操を毎日の習慣にして肩こり解消を目指しましょう！

　「なます」とはもともと、生肉や魚介類を細く刻んだもの
のことを指していましたが、現在では一般的に、細切りした
食材を甘酢等で和えたものを、言うようになりました。中で
も、おせちや祝いの席で使われる大根と人参のなますは「紅
白なます」と呼ばれています。紅白なますは、その色合いが
お祝いの水引の色に似て紅白であることからめでたいものと
言われ、平安と平和を願う縁起物とされています。また、根
菜である大根と人参は地中に根を張ることから、家や家業が
安定しますように、という願いが込められています。酢は人
間の手によって作られた最古の調味料になります。疲労回復
や中性脂肪、血圧を下げる効果があると言われていますので、
おせち料理の箸休めにいかがでしょうか。

作り方

①　�大根と人参は皮をむいて千切りにし、
干し柿も細く切っておき、調味料は
すべて混ぜ合わせておきます。

②　�大根と人参は別々に塩もみし、５分
くらいしたら固くしぼります。

③　�調味料とすべて混ぜ合わせ、一晩な
じませます。

材料（４人分）
大根� 400ｇ
人参� 40ｇ
塩もみ用の塩　適量
干し柿� 1個
酢� 大さじ4
砂糖� 大さじ1
塩� 小さじ2/3
だし� 大さじ1

季節の
レシピ（紅白なます） 季

節
の
料
理
レ
シ
ピ

公
立
黒
川
病
院
栄
養
室
室
長
　

小
岩
　
陽
子

②首のストレッチをしま
しょう。下げている腕は
脱力するとより筋肉が伸
びます。
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　令和６年度「火災予防運動」に伴い、黒川地区防火管理協議会と黒川地区危険物安全協会の共催
で黒川管内の中学生による防火ポスターコンクールを実施しました。
　審査の結果、以下８点の応募作品が入選となり、富谷市立東向陽台中学校の植松風羽さん
が消防長賞（最優秀賞）を受賞しました。おめでとうございます。

防火ポスターコンクール入選作品のご紹介

東
向
陽
台
中
学
校
２
年　

�

植
松 

風
羽�

さ
ん

東
向
陽
台
中
学
校
２
年　

�

長
岡 

星
那�

さ
ん

消防長賞
（最優秀賞）

以下、入選作品（順不同）

消防署長賞
（優秀賞）

東
向
陽
台
中
学
校
２
年　

 

田
畑 

諒
河�

さ
ん

東
向
陽
台
中
学
校
２
年　

 
松
本 

　
岬�

さ
ん

大
和
中
学
校
２
年　
　
　

 

佐
藤 

星
空�

さ
ん

東
向
陽
台
中
学
校
２
年　

 

栁
田 

聡
汰�

さ
ん

大
和
中
学
校
２
年　
　
　

 

田
口 

瑠
花�

さ
ん

東
向
陽
台
中
学
校
２
年　

 

櫻
井 

結
衣�

さ
ん
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